
―産学連携によるリカレント・プログラムの
策定と、企業側・大学側の課題―
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採用と大学教育の未来に関する産学協議会

◎設置の目的

◼ 経団連が 2018年10月に、2021年度以降入社対象の「採用選考に関する指針」を策定しない
ことを決定

◼ これを契機に、産業界が求める人材像や採用のあり方、大学教育への期待等について大学と
経団連の代表の間で率直な意見交換を行うための継続的な対話の場として、2019年１月に
設置

◎メンバー

◼ 経団連側：経団連副会長、審議員会議長、同副議長、教育・大学改革推進委員長

◼ 大 学 側 ：国立大学協会、日本私立大学団体連合会、公立大学協会の各団体長をはじめ、
国公私立大学の学長10名程度
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Society 5.0で求められる能力と素質

出所：採用と大学教育の未来に関する産学協議会「中間とりまとめと共同提言」（2019年４月22日）、
経団連「Society 5.0 –ともに創造する未来 – 」（2018年11月13日）を基に経団連事務局にて作成

高等教育
にて育成

初等中等
教育にて
育成

課題発見・解決力 未来社会の構想・設計力

高度専門職に必要な知識と能力

論理的思考力と規範的判断力
リベラルアーツ教育を通じて涵養

相互に
関連

リテラシー
数理的推論・データ分析力、論理的文章表現力、外国語コミュニケーション力、ITスキル、
プログラミング的思考、情報選択力・情報リテラシー、技術活用に関する倫理観 など

素質
リーダーシップ、失敗を恐れず果敢に挑戦する姿勢、自己肯定感、忍耐力、

他者と協働する力、新しいことを学び続ける力、変化を楽しむ力など

基礎学力
読み書き能力（読解力を含む）、計算・計数能力、基礎的な英語力 など




